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月2 臨時会

３月定例会が３月９日から１７日の９日間にわたり開催され、一般会計および特別会計の令和２年度補正予算と令和３年
度当初予算に関する15議案、条例に関する６議案、その他３議案、計２４議案が提出され、全議案可決されました。

令和３年度一般会計予算は、前年度比１億８,０８０万円の減額（マイナス５.６％）となっています。

令和3年度 一般会計予算  30億6,630万円
月3 定例会

令和2年度 補正予算

議案第5号
令和2年度 池田町一般会計補正予算（第11号）
…各種事業の実績見込みにより不要額の減額補正を行う他、観光施設整備基金、及び庁舎建設基金に、
　それぞれ4,500万円を積み立てを行う197万円を追加し、総額を41億3,436万9千円に

議案第6号 令和2年度 池田町国民健康保険特別会計補正予算（第6号）
…療養給付費等の見込みにより4,860万7千円を減額し、総額を2億8,642万円に

議案第7号 令和2年度 池田町国民健康保険診療施設特別会計補正予算（第6号）
…医療用機械器具費の財源の更正を行い、予算の総額に変更はなし

議案第8号 令和2年度 池田町簡易水道特別会計補正予算（第3号）
…消費税還付金の基金積み立て326万2千円を追加し、総額を2億4,850万7千円に

議案第9号 令和2年度 池田町下水道事業特別会計補正予算（第3号）
…消費税納税額の減額により234万2千円を減額し、総額を1億8,506万5千円に

議案第10号 令和2年度 池田町介護保険特別会計補正予算（第5号）
…事業実績により保険給付費の精算により485万円を減額し、総額を4億2,731万4千円に

議案第11号
令和2年度 池田町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）
…保険料の増額に伴う後期高齢者医療広域連合への納付金の増額により、376万3千円を追加し、
　総額を4,806万3千円に

定例会で提案された議案

令和3年 第1回臨時会（令和3年2月19日開会）

【審議結果】 全員賛成で採択

議案第1号 専決処分の承認を求めることについて（専決第1号 令和2年度池田町一般会計補正予算（第9号））
…除雪経費に不足が生じる見込みにより5,886万円を専決

議案第2号 令和2年度 池田町一般会計補正予算（第10号）
…新型コロナ対策への対策経費として1億1,530万7千円を追加補正

議案第3号 令和2年度 池田町国民健康保険特別会計補正予算（第5号）
…新型コロナ対策への対策経費として538万4千円を追加補正

議案第4号 令和2年度 池田町国民健康保険診療施設特別会計補正予算（第5号）
…新型コロナ対策への対策経費として50万8千円を追加補正

臨時会で提案された議案

【審議結果】 議案第 12、24、25 号については、宇野邦弘議員が反対、 
　　　　　　  その他 21 議案は全員一致で採択

議案第20号
池田町特定公共賃貸住宅等の効率的な管理を実施するための関係条例の整備に関する条例の制定について
…町営住宅の入居、退去に関する事務等の合理化を図るため、
　民間の不動産業者等に指定管理ができるようにするための条例改正

議案第21号
池田町防災行政無線（同報系）無線局の設置及び管理に関する条例の一部改正について
…町の防災行政無線設備をアナログ式からデジタル式へ切り替えたことによる、
　運営方法を一部変更するための条例改正

議案第22号 池田町まちづくり自治委員会設置条例の一部改正について
…まちづくり自治制度の運営が適正に図られるための条例改正

議案第23号 池田町国民健康保険条例の一部改正について
…新型コロナウイルス感染症の、法的位置付けが変更されたことに伴う条例制定

議案第24号 池田町国民健康保険税条例の一部改正について
…令和3年度の国民保険税の税率の改正を行うための条例改正

議案第25号 池田町介護保険条例の一部改正について
…令和3年度から令和5年度までの介護保険料の保険料率の改正を行うための条例改正

議案第26号 公の施設の指定管理者の再指定について
…指定管理の事業期間が3月31日をもって満了する、11施設について指定期間を変更するもの

議案第27号
辺地に係る総合整備計画の策定について
…「ツリーピクニックアドベンチャーいけだ」の拡張整備、並びに「志津原地区リゾート」の再整備実施に
　向けて財政上の特例措置を受けるため、整備計画を策定するもの

議案第28号 副町長の選任につき同意を求めることについて
…溝口淳氏（池田町池田）を任命

令和３年度 当初予算
議案第12号　池田町一般会計予算 ............................................................総額３０億６，６３０万円

議案第13号　池田町国民健康保険特別会計予算 ....................................... 総額２億９，４００万円

議案第14号　池田町国民健康保険診療施設特別会計予算 .......................... 総額１億８，２５０万円

議案第15号　池田町簡易水道特別会計予算 ....................................................総額３億６６０万円

議案第16号　池田町下水道事業特別会計予算 .............................................総額２億１，１３０万円

議案第17号　池田町農業集落排水事業特別会計予算 .......................................総額５，７００万円

議案第18号　池田町介護保険特別会計予算 ............................................... 総額４億２，５５０万円

議案第19号　池田町後期高齢者医療特別会計予算 ...........................................総額４，８８０万円
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一般質問とは、議員が町行財政
全般にわたって、自らの意見を述べ、
執行機関に見解を求めるものです。問う町政に 町長施政方針及び諸事の報告

先般執り行われました町長改選選挙において、町民の皆様の身に余るご支援ご厚情を
賜り、あらためて町政の重責を担当させて頂くこととなりました。

ここに皆様のご支援ご厚情に厚く御礼申し上げますと共に、この上は志の原点・初心
を忘れることなく、慎重、丁寧、かつ積極的に町政に臨んでまいります。

主 事 業な （千円未満切捨て）

◯プレミアム付き商品券の販売 .............1,487万円

1万円で1万3,000円分の地域応援券を販売し、
コロナ禍に対する町内経済への支援。

◯町内分散型町営住宅の建設促進 ............ 1,413万円

水海集落での集落活性化へ向けた活動を支援する
ため、町営住宅建設の土地取得費用。

「木望の森100年プロジェクトの展開」
山林の回生を目指し「100年の後も生きている山」

「活かされている木」「人が集う森」を合い言葉に、
各種事業に取り組んでまいります。

〇山づくりを改善する事業

・地形や利活用条件に基づいた山林の区分化
・針広混交林への構造改革の推進
・仮称「未来間伐」と称した、三段階択抜事業の

推進や路網密度の充実
・施業、災害に強い道づくりの研究と実践
・森林経営管理法に基づく森林管理の受託など

〇木材の多様な活用を図る事業

・間伐材集荷事業の多角化
・木質バイオマスの促進と提案モデル事業の実施
・個性化を図るための商品デザインの実施、木材

や加工品の教育的活用など

〇森に親しむレクリエーション事業

・山林や木材を利用した自然体験事業の推進
・都市農村交流事業の促進

「観光村づくり事業の促進」
冠山トンネル開通や北陸新幹線延伸などを見据えた事業に
取り組んでまいります。

〇農産物などの加工商品づくりから農業振興へ

〇自然や農村文化体験プログラムなどを活かした農村観光
事業や都市農村交流事業の推進

〇志津原リゾート再開発事業

「地道で暖かな教育、手づくりの福祉の充実」
地域資源や小規模なまちの利点を活かしてまいります。

〇脳べるプロジェクト

食育の推進と町民全体の健康増進の取り組みにしていく。

〇主体的能動的な学びの支援

池田町の地域ある財産を子ども達の成長過程に活かす
事業と共に、アクティブラーニング、主体的能動的な学び
の支援。

「新庁舎新図書館建設計画の促進」
これまでの検討から得られた「行政サービスの利便性の向
上」や「木質バイオマス熱利用計画」、「図書館の在り方」な
どの方向性を踏まえた「基本構想案」を作成してまいります。

「池田町の可能性を成長の軌道へ！」
重　点　施　策
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島
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６
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島
薮
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消
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源
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と
し
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落
内
の
通
行
困
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や
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口
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下
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あ
る
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水
源
調
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結
果
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／
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き
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こ
の
た
め
、
取
水
口
の
一
部

改
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ン
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行
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と
こ
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で
あ
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ま
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取
水
口
の
雪
や
木
の
枝
等
で
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に
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造
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備
の
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参
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た
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に
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内
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路
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に
あ
る
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衆
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て

使
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で
き
な
い
ト
イ
レ
が
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く

あ
っ
た
。

近
年
町
外
か
ら
冬
の
池
田
町

を
楽
し
み
に
来
ら
れ
る
方
が
多

く
い
る
。
せ
っ
か
く
自
然
い
っ
ぱ

い
の
池
田
町
に
来
て
、
ト
イ
レ

が
使
え
な
い
と
な
る
と
シ
ョッ
ク

で
あ
る
。
せ
め
て
使
用
出
来
る

宇野  一正 議員

４
７
６
号
線
の
消
雪
に
つ
い
て

今
年
は
3
年
ぶ
り
の
大
雪
に

見
舞
わ
れ
、
雪
降
ろ
し
作
業
で

救
急
搬
送
さ
れ
た
方
が
5
人
、

そ
の
中
で
3
人
が
80
歳
以
上
の

方
で
あ
っ
た
。
他
に
腰
や
肩
を

痛
め
た
方
も
い
た
。
屋
根
の
雪

降
ろ
し
や
除
雪
作
業
は
大
変
危

険
が
伴
い
、
高
齢
者
に
は
重
労

働
で
あ
る
。

除
雪
依
頼
し
た
場
合
の
費
用

も
大
き
な
負
担
と
な
る
。
そ
こ

で
高
齢
者
の
方
が
事
業
者
等
に

依
頼
し
た
場
合
、
申
告
制
に
し

て
事
業
者
に
補
助
金
が
支
払
わ

れ
る
よ
う
に
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
ティ
ア
的
に
さ

れ
る
方
も
多
く
、
地
域
の
方
に

支
払
う
と
き
に
は
お
助
け
券
な

ど
あ
る
と
頼
み
や
す
い
の
で
は
、

と
考
え
る
。

総
務
財
政
課
長

  

屋
根
雪
下

ろ
し
を
事
業
者
に
依
頼
し
た

場
合
に
、
補
助
金
を
交
付
す
る

と
な
る
と
、
補
助
の
適
用
範
囲

は
ど
う
す
る
の
か
、
非
課
税
世

帯
な
の
か
、
一
人
暮
ら
し
な
の
か
、

近
く
に
家
族
が
い
る
場
合
は
ど

う
す
る
の
か
。

ま
た
、
ご
近
所
の
方
に
依
頼
し

た
場
合
は
ど
う
す
る
の
か
、
屋
根

融
雪
を
設
置
し
て
い
る
家
庭
は

対
象
に
な
ら
な
い
の
か
、
等
補
助

制
度
を
整
備
す
る
に
は
十
分
な

検
討
が
必
要
で
あ
る
。

地
域
お
助
け
券
に
つ
い
て
は
、

集
落
や
地
域
が
主
体
と
な
り
、

地
域
福
祉
や
地
域
防
災
に
取

り
組
む
活
動
を
行
う
の
で
あ
れ

ば
、
町
の
地
域
自
治
再
興
交
付

金
等
の
活
用
も
可
能
と
考
え
て

い
る
。

雪
下
ろ
し
補
助
に
つ
い
て

ト
イ
レ
の
案
内
板
を
作
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。
特
に
印
象
に
残
っ

た
の
は
、
洋
式
ト
イ
レ
が
少
な

い
こ
と
で
あ
り
、
時
代
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
て
洋
式
ト
イ
レ
を
増

や
す
べ
き
と
考
え
る
。

農
村
政
策
課
長

  

こ
っ
て
コ
テ

い
け
だ
、
農
村
d
e
合
宿
キ
ャ

ン
プ
セ
ン
タ
ー
、
冠
荘
、
そ
ば

の
郷
池
田
屋
、
ツ
リ
ー
ピ
ク
ニ
ッ

ク
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
い
け
だ
、
わ

い
わ
い
ど
ー
む
な
ど
が
あ
り
、

現
段
階
で
は
十
分
な
数
と
洋
式

ト
イ
レ
を
確
保
し
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。
志
津
原
エ
リ
ア
の

再
開
発
に
お
い
て
施
設
整
備
と

あ
わ
せ
て
ト
イ
レ
も
整
備
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
民

間
施
設
に
お
い
て
利
用
し
や
す

い
環
境
を
整
え
る
こ
と
も
大
切

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

一般
質問

令和3年度
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町政に問う一般質問とは、議員が町行財政全般にわたって、
自らの意見を述べ、執行機関に見解を求めるものです。

巨
大
な
風
車
群

部
子
山
の
自
然
と
環
境
が
心
配

銀
杏
峰
か
ら
部
子
山
に
か
け

て
高
さ
１
５
０
m
も
の
風
車
を

23
基
も
設
置
す
る
風
力
発
電
計

画
に
つ
い
て
大
野
市
側
は
計
画

休
止
に
な
り
、
残
る
池
田
側
だ

け
の
環
境
影
響
調
査
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

福
井
県
知
事
の
意
見
書
で
は
、

関
係
自
治
体
、
住
民
の
意
見
を

十
分
聞
い
て
と
し
て
い
る
が
、
町

と
し
て
町
民
の
意
見
を
聞
い
て

い
る
か
。
環
境
へ
の
負
荷
も
大

き
い
計
画
で
あ
り
中
止
す
る
よ

う
求
め
る
べ
き
。
ま
た
、
景
観

を
守
る
た
め
に
景
観
条
例
の
制

定
を
考
え
て
い
な
い
の
か
。

木
望
の
森
づ
く
り
課
長
　

　

1
月
の
住
民
説
明
会
で
設
置

に
伴
う
動
植
物
に
対
す
る
環
境

影
響
、
自
然
災
害
に
対
す
る
適

正
な
調
査
な
ど
専
門
家
の
意
見

を
よ
く
踏
ま
え
る
よ
う
に
と
の

意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、

環
境
影
響
方
向
書
が
知
事
や
町

長
に
示
さ
れ
町
の
意
見
も
出
す

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

農
村
政
策
課
長
　

美
し
い
農

村
風
景
は
町
民
の
農
山
村
に
お

け
る
営
み
に
よ
っ
て
育
ま
れ
る

も
の
と
考
え
て
お
り
、
条
例
が

な
け
れ
ば
美
し
い
景
観
を
育
む

こ
と
が
で
き
な
い
と
は
考
え
て

お
ら
ず
、
風
力
発
電
を
狙
い
撃

ち
す
る
か
の
よ
う
に
作
る
も
の

で
な
い
。

　

中
堅
の
役
場
職
員
の
退
職
が

相
つ
い
で
い
る
が
、
今
年
度
で
何

人
や
め
た
の
か
。
原
因
は
ど
こ

に
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
。
元

気
よ
く
働
け
る
職
場
環
境
作
り

の
た
め
に
、
理
事
者
は
ど
ん
な

努
力
、
注
意
を
払
っ
て
い
る
の
か
。

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

る
環
境
整
備
に
努
め
て
い
る
。

副
町
長

  

難
し
い
問
題
を
一

人
で
抱
え
こ
ま
ず
、
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
で
取
り
組
み
悩
み
の
共
有
、

解
決
な
ど
、
時
間
の
使
い
方
の

改
善
も
図
っ
て
い
る
。

宇野  邦弘 議員

一般
質問

危
険
な
状
況
の
空
き
家
の
所

有
者
へ
の
撤
去
要
請
な
ど
は
。
ク

ラ
ッ
セ
ルへ
の
登
録
件
数
は
。

「
古
民
家
等
再
生
改
修
補
助

事
業
」に
つ
い
て
、
地
方
創
生
町

民
会
議
が
ま
と
め
た「
池
田
町

地
方
創
生
総
合
戦
略
」改
定
に

向
け
た
議
論
の
概
要
で
は
、「
住

宅
補
助
は
他
市
町
と
比
べ
て
も

高
額
で
あ
り
、
補
助
金
の
整
理

が
必
要
」と
述
べ
て
い
る
が
、
他

市
町
と
は
補
助
額
が
多
い
の
は

な
ん
で
ダ
メ
な
の
か
。
こ
の
制
度

の
利
用
件
数
、
総
額
は
ど
れ
ぐ

ら
い
か
。
ぜ
ひ
、
復
活
を
求
め
る
。

総
務
財
政
課
長
　

空
き
家
は

約
80
件
、
う
ち
11
件
は
極
度
に

状
態
が
悪
く
倒
壊
の
恐
れ
が
あ

り
解
体
を
促
し
て
い
る
。
ク
ラ
ッ

セ
ル
登
録
は
4
件
で
、
消
防
署

の
調
査
で
は
48
件
が
外
観
上
利

用
可
能
な
空
き
家
。
独
自
に
危

険
家
屋
の
撤
去
に
向
け
た
取
り

く
み
を
し
て
い
る
集
落
も
あ
り

注
目
し
て
い
る
。

総
務
財
政
課
長
　

今
年
度
の

中
途
退
職
者
は
3
人
。
業
務
の

支
障
は
当
然
あ
る
。
業
務
の
優

先
順
位
を
つ
け
た
り
、
以
前
の

担
当
職
員
の
援
助
を
借
り
た
り

し
て
い
る
。
能
力
を
伸
ば
す
た

め
に
職
員
が
望
む
研
修
も
行
い
、

町
土
整
備
課
長
　

古
民
家
再

生
事
業
の
実
績
は
こ
の
6
年
間

で
10
件
１
，０
５
３
万
円
。
今

予
算
は
骨
格
の
た
め
計
上
し
て

な
い
が
、
地
方
創
生
町
民
会
議

か
ら
の
意
見
も
踏
ま
え
見
直
し

を
行
う
こ
と
に
し
て
い
る
。

古
民
家
再
生
補
助
金
の
復
活
を

　

給
食
は
食
育
教
育
の
一
環
と

し
て
無
料
化
の
自
治
体
が
永
平

寺
町
な
ど
全
国
で
増
え
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、
鯖
江
市
や

高
浜
町
で
は
今
年
度
は
無
料
に

し
て
い
る
。
越
前
町
で
も
新
町

長
は「
無
償
化
」を
公
約
に
掲

げ
た
。
文
科
省
も「
設
置
者
の

判
断
に
よ
り
保
護
者
の
負
担
の

軽
減
を
図
る
こ
と
は
可
能
」と

の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長
　

　

受
益
者
負
担
の
原
則
に
も
と

づ
き
応
分
の
負
担
を
求
め
て
い

る
。
給
食
材
料
費
は
９
５
４
万

円
余
。
保
護
者
負
担
５
２
４
万

円
余
、
教
職
員
負
担
１
２
７
万

円
余
と
な
っ
て
い
る
。

学
校
給
食
の
無
料
化
を

　

福
井
県
で
は
毎
年
約
３
，０

０
０
人
の
若
者
が
県
外
に
流
出

し
続
け
て
お
り
、
東
京
圏
の
住

民
税
収
の
３
割
強
は
、
地
方
で

育
っ
た
若
者
に
対
し
行
政
が
お

こ
な
っ
た
将
来
へ
の
投
資
を
も

と
に
発
生
し
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
生
ま
れ
た
ふ
る
さ
と
や
応

援
し
た
い
自
治
体
に
寄
附
が
で

き
る
制
度
で
あ
る
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
を
積
極
的
に
活
用
し

企
業
と
連
携
し
て
い
く
道
を
模

索
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
る
。

全
体
把
握
す
る
た
め
に
質
問
を

い
く
つ
か
行
う
。

池
田
町
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税

額
が
、
町
外
へ
の
ふ
る
さ
と

納
税
額
を
下
回
っ
た
年
度
と

金
額
は
ど
う
か

総
務
財
政
課
長

  

平
成
29
年

度
が
５
万
８
，９
０
０
円
、
平

成
30
年
度
が
１
３
４
万
２
，０

０
０
円
、
令
和
元
年
度
が
１
２

２
万
１
，４
７
０
円
で
あ
る
。
ま

た
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
応
援
し
た

い
地
域
を
選
択
す
る
の
で
は
な

く
て
、
返
礼
品
を
全
面
に
押
し

出
し
た
地
域
に
寄
付
金
が
流
れ

て
い
る
と
推
測
し
て
い
る
。

魅
力
発
信
の
た
め
楽
天
や
ふ

る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
な
ど
の
サ

イ
ト
に
登
録
し
、
企
業
と
の

提
携
を
検
討
し
て
い
く
こ
と

は
可
能
か

総
務
財
政
課
長
　

現
在
池
田

町
で
は
ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用

方
法
を
２
種
類
用
意
し
て
い
る
。

１
つ
目
は
ち
っ
ち
ゃ
な
幸
せ
実

現
事
業
で
の
活
用
。
２
つ
目
は
、

分
野
を
指
定
し
て
頂
き
そ
の
事

業
に
充
当
す
る
と
い
う
こ
と
。

ま
た
現
在
地
方
創
生
総
合
戦

略
を
策
定
し
て
い
る
中
で
町
と

し
て
現
在
の
ふ
る
さ
と
納
税
の

活
用
方
法
の
見
直
し
も
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

先
ほ
ど
の
説
明
以
外
で
登
録

を
し
な
い
理
由
が
あ
る
場
合

は
ど
う
い
っ
た
事
か

総
務
財
政
課
長
　

ふ
る
さ
と

納
税
サ
イ
ト
へ
登
録
す
る
と
利

用
料
金
と
し
て
数
％
か
ら
約

10
％
を
手
数
料
と
し
て
払
う

こ
と
に
な
る
。
公
益
性
の
高
い

寄
付
金
の
１
割
が
町
に
届
か
ず
、

業
者
へ
の
利
益
と
な
る
の
は
疑

問
が
残
る
。
ま
た
寄
付
さ
れ
た

方
も
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
望
ま

な
い
と
考
え
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

丸石  純一 議員

一般
質問

せ
め
て
寄
付
金
や
納
税
時
に
お

い
て
非
接
触
や
負
担
軽
減
の
た

め
に
オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
の
導
入

を
検
討
し
て
は
ど
う
か

総
務
財
政
課
長
　

利
用
者
の

利
便
性
向
上
は
最
重
要
だ
が
、

シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
だ
け
で
、

既
存
の
仕
組
み
と
連
携
が
と
れ

な
い
の
で
は
充
分
な
機
能
を
発

揮
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ

ら
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
オ
ン
ラ

イ
ン
決
済
に
つ
い
て
は
、
十
分
に

検
討
し
進
め
て
い
く
。

池
田
町
に
ふ
る
さ
と
納
税
さ

れ
た
寄
付
金
に
つ
い
て
は
、
令

和
元
年
度
の
決
算
年
度
現
在
高

で
は
１
千
３
百
５
万
円
、
今
年

度
は
１
０
０
万
円
が
寄
付
さ
れ
、

３
５
０
万
円
使
う
予
定
。
使
う

見
込
み
が
あ
っ
て
も
、
寄
付
金

を
増
や
す
体
制
が
整
っ
て
い
な
い

の
で
、
予
算
上
で
、
今
年
も
１

０
０
万
円
だ
ろ
う
と
い
う
決
め

方
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

基
金
よ
り
、
毎
年
２
５
０
万
繰

り
入
れ
を
す
る
な
ら
ば
、
３
５

０
万
集
め
る
仕
組
み
を
作
る
こ

と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
が
、

現
状
の
意
見
を
伺
う
。

再
質
問

副
町
長
　

ち
っ
ち
ゃ
な
幸
せ

実
現
事
業
制
度
の
そ
も
そ
も
は
、

１
０
０
万
円
は
毎
年
支
出
す
る

と
い
う
こ
と
で
い
こ
う
と
い
う
も

の
で
あ
る
。つ
ま
り
60
万
円
し
か

寄
付
が
な
け
れ
ば
40
万
円
役
場

が
積
ん
で
１
０
０
万
円
の
お
金
を

用
意
し
て
住
民
の
人
達
は
そ
の

１
０
０
万
円
を
ど
う
使
う
か
と
い

う
の
を
考
え
る
制
度
で
あ
る
。
そ

の
中
で
時
々
大
き
な
金
額
を
寄

付
さ
れ
る
こ
と
が
過
去
に
あ
っ
た

の
で
基
金
を
積
ん
で
い
る
状
態
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
支
出
の
方
が
寄

付
よ
り
大
き
い
形
と
な
っ
て
い
る
。

町　

長

  

現
状
の
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
は
限
界
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
論
に

戻
っ
て
、
池
田
町
は
何
か
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
に
積
極
性
が
か
け

て
い
る
と
か
そ
う
い
う
話
と
は
別

に
な
る
と
考
え
る
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
ど
う
進
め
る
べ
き
か

常
に
問
い
か
け
な
が
ら
、
事
に

あ
た
っ
て
い
く
。

まちづくり自治委員の委嘱式

　

福
井
高
専
の
研
究
室
が
地
震

研
究
の
た
め
、
鯖
江
市
と
福
井

市
、
そ
し
て
池
田
町
谷
口
の
3

か
所
に
地
震
計
を
設
置
し
て
い

た
が
、
担
当
教
官
の
退
官
に
よ

り
、
こ
の
研
究
室
が
な
く
な
る
。

「
町
が
活
用
で
き
な
い
か
」と

打
診
を
し
た
が
先
生
曰
く「
断

腸
の
思
い
」で
撤
去
し
た
と
の
こ

と
。
残
る
2
基
は
防
災
対
策
や

防
災
学
習
目
的
で
鯖
江
市
な
ど

が
引
き
取
り
、
こ
の
先
生
が
引

き
続
き
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
維
持

管
理
は
行
う
と
い
う
。
せ
っ
か
く

の
機
会
を
見
過
ご
し
た
の
で
は
。

副
町
長
　

先
生
か
ら
直
接

言
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
よ
か
っ
た

が
、
地
震
計
に
つ
い
て
の
詳
し
い

事
情
は
聴
い
て
い
な
い
。
町
役
場

の
管
理
に
な
っ
て
も
デ
ー
タ
活

用
な
ど
難
し
か
っ
た
と
考
え
る
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

役
場
職
員
が
元
気

よ
く
働
け
る
環
境

づ
く
り
を
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疑 答質 応 委員委員長
佐野和彦 宇野邦弘

丸石純一
岩﨑昭一
宇野一正

副委員長
松井靖明

委員委員長
飯田拓見 宇野邦弘

丸石純一
和田義則
松井靖明

副委員長
宇野一正

総務厚生常任委員会

宇
野
邦
弘
議
員

  

サ
ル
の

調
査
委
託
先
は
ど
こ
か
。
水
土

里（
み
ど
り
）情
報
シ
ス
テ
ム
と

は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
。

農
村
政
策
課
長

  

令
和
３

年
度
に
お
い
て
は
サ
ル
大
型
檻

を
設
置
し
捕
獲
を
計
画
し
て
い

る
。
調
査
委
託
先
は
㈱
野
生
動

物
保
護
管
理
事
務
所（
Ｗ
Ｍ
Ｏ
）

で
あ
る
。
過
去
の
委
託
も
同
社

で
あ
り
、
県
内
の
市
町
も
同
社

な
の
で
個
々
に
委
託
す
る
よ
り

経
費
的
に
も
有
利
に
な
っ
て
い
る
。

町
土
整
備
課
長
　

水
土
里

情
報
シ
ス
テ
ム
と
は
、
地
図
、
航

空
写
真
を
基
に
、
水
路
、
農
道
な

ど
の
施
設
管
理
す
る
も
の
で
あ
る
。

文教経済常任委員会

佐
野
議
員

  

足
羽
川
漁
業

組
合
へ
の
補
助
の
際
、
漁
協
と
は

事
業
調
整
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

農
村
政
策
課
長

  

事
前
に
、

連
絡
調
整（
池
田
町
へ
の
釣
り

客
数
）等
の
実
績
及
び
計
画
を

聞
き
取
っ
て
い
る
。
ま
た
放
流

場
所
等
も
要
望
を
行
っ
て
い
る
。

丸
石
議
員

  

能
楽
の
里
牧

場
で
、
ド
ロ
ー
ン
や
火
を
使
う

利
用
者
が
い
る
と
聞
い
て
い
る
の

で
、
利
用
規
則
等
を
作
っ
て
は

ど
う
か
。

副
町
長

  

利
用
規
則
に
火

気
厳
禁
等
が
あ
る
か
ど
う
か
再

度
確
認
す
る
が
、
規
則
だ
け
で

無
く
利
用
者
の
モ
ラ
ル
が
必
要
。

林
道
の
整
備
に
つ
い
て

宇
野
邦
弘
議
員

  

林
業
事

業
に
お
い
て
林
専
道
路
の
達
成

率
は
１
０
０
％
な
の
に
作
業
道

の
進
捗
が
進
ん
で
い
な
い
、
本
当

の
意
味
で
林
専
道
路
な
ど
は
必

要
な
の
か
疑
問
で
あ
る
。
今
後

の
林
道
の
あ
り
方
を
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

木
望
の
森
づ
く
り
課
長

　

山
の
価
値
を
高
め
る（
施
業

等
）意
味
で
地
元
か
ら
の
要
望

に
基
づ
き
開
設
し
て
い
る
こ
と

が
基
本
、
今
後
の
考
え
方
と
し

て
は
、
基
幹
林
道
を
基
に
、
経

済
林
と
し
て
価
値
が
あ
る
と
こ

ろ
を
中
心
に
、
林
専
道
路
、
作

業
道
の
接
続
を
考
え
て
い
く
。

副
町
長

  

今
後
は
国
が
決

め
た
規
格
で
の
林
専
道
の
計
画

よ
り
も
、
町
の
林
業
推
進
に
基
づ

く
整
備
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
整
備
費
用
を
抑
え
、
耐
久

性
の
あ
る
道
を
目
指
し
生
産
性

を
上
げ
る
こ
と
が
大
事
と
考
え
る
。

林
道
づ
く
り
の
研
究
を
行
う
。

町
営
施
設
の
あ
り
方
は

松
井
議
員

  

新
年
度
か
ら

町
の
直
営
と
な
る
キ
ャ
ン
プ
セ
ン

タ
ー
の
今
後
の
運
営
は
ど
う
す

る
の
か
。

副
町
長

  

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
施

設
は
教
育
委
員
会
、
宿
泊
施
設

は
農
村
政
策
課
、
と
区
分
す
る

が
、
ス
タ
ッ
フ
自
体
は
変
わ
ら
な

い
、
予
算
の
出
所
が
変
わ
る
。

佐
野
議
員

  

新
保
ス
キ
ー

場
の
今
後
の
運
営
に
つ
い
て
、
９

月
議
会
ま
で
に
方
向
性
を
決

め
る
と
聞
い
た
が
、
角
間
地
区

の
地
元
と
の
協
議
は
な
さ
れ
て

い
る
の
か
。
角
間
地
区
に
お
い

て
は
、
診
療
所
、
学
校
等
が

無
く
な
り
、
段
々
活
気
が
無
く

な
っ
て
き
て
い
る
と
の
声
を
聞

く
。
新
保
ス
キ
ー
場
は
小
さ
な

お
子
様
も
楽
し
め
る
場
所
で
あ

り
、
町
と
し
て
も
価
値
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
で
き
れ
ば
継

続
を
願
っ
て
い
る
。

副
町
長

  

地
元
の
代
表
者

の
方
々
の
意
志
を
お
伺
い
し
た

時
に
、
今
の
と
こ
ろ
継
続
に
つ

い
て
明
快
な
返
答
を
い
た
だ
け

て
な
い
。
専
属
職
員
を
配
置
す

れ
ば
経
済
的
に
苦
し
く
な
る
し
、

予
算
上
９
６
６
万
円
の
計
上
は

60
日
間
営
業
が
出
来
て
の
数
字

で
あ
る
が
、
こ
こ
２
年
間
は
営

業
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。
営

業
で
き
な
い
と
な
れ
ば
持
ち
出

し
と
な
る
。
人
材
確
保
の
面
か

ら
も
、
責
任
者
に
お
い
て
は
有

資
格
者
の
確
保
が
難
し
い
点
も

あ
る
。

の
再
整
備
計
画
を
追
加
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
大
規
模
な
計
画

で
あ
る
が
ゆ
え
、
来
場
見
込
み

数
、
駐
車
場
、
料
金
な
ど
、
現

時
点
で
の
収
支
計
画
等
の
試
算

等
は
あ
る
の
か
。

農
村
政
策
課
長

  

Ｔ
Ｐ
Ａ

の
拡
張
部
に
お
い
て
は
費
用
対

効
果
の
試
算
は
行
っ
て
お
り
収
支

は
見
込
め
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

志
津
原
の
整
備
計
画
は
、
池
田

町
の
玄
関
口
、
公
園
な
ど
憩
い
の

ス
ペ
ー
ス
も
含
ま
れ
て
お
り
、
費

用
対
効
果
の
算
定
に
当
て
は
ま

る
も
の
ば
か
り
と
は
考
え
に
く
い
。

マル
シ
ェ
な
ど
も
計
画
し
て
い
る
が
、

料
金
設
定
は
今
後
、
先
進
地
な

ど
の
視
察
調
査
も
行
い
決
め
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

岩
﨑
議
員

  

志
津
原
・
土

合
皿
尾
地
区
に
整
備
す
る
施
設

は
規
模
も
大
き
く
、
建
物
の
維

持
管
理
、
特
に
冬
期
間
の
除
雪
、

雪
降
ろ
し
な
ど
費
用
も
大
き
い

の
で
は
な
い
か
と
予
想
さ
れ
る

が
そ
の
点
は
い
か
が
か
。

農
村
政
策
課
長

  

維
持
経

費
に
関
す
る
ご
指
摘
と
思
う
が
、

施
設
規
模
、
及
び
冬
期
間
の
維

持
管
理
に
大
き
く
関
係
す
る
屋

根
の
形
状
な
ど
今
後
検
討
し
て

い
く
。

志
津
原
再
開
発
に

つ
い
て

丸
石
議
員

  

昨
年
度
の
Ｔ

Ｐ
Ａ
の
拡
張
整
備
計
画
に
、
今

回
、
志
津
原
・
土
合
皿
尾
地
区

町
営
公
共
住
宅
の
今
後
の
計
画
は

便
利
で
安
心
な
暮
ら
し
に
向
け
て

宇
野
一
正
議
員

  

水
海
の

住
宅
用
宅
地
購
入
を
計
画
し
て

い
る
が
、
何
棟
建
設
の
予
定
か
。

総
務
財
政
課
長

  

水
海
区

の
構
想
を
聞
き
取
り
、
役
場
の

意
見
も
交
え
て
協
議
し
て
い
く

の
で
、
今
は
具
体
的
な
計
画
ま

で
は
出
来
て
い
な
い
。

丸
石
議
員

  

池
田
町
公
共

賃
貸
住
宅
の
管
理
を
指
定
管

理
者
に
移
行
す
る
件
で
、
委
託

先
は
今
後
ど
の
よ
う
に
決
め
る

の
か
。

総
務
財
政
課
長

  

指
定
管

理
先
を
決
め
る
場
合
は
、
公
募

に
て
決
め
る
こ
と
と
な
る
。

　

ま
た
、
不
妊
治
療
に
つ
い
て

は
少
子
化
対
策
の
一
つ
で
、
体

外
受
精（
顕
微
鏡
受
精
）へ
の
支

援
が
拡
充
さ
れ
た
が
、
現
在
ま

で
申
請
を
受
け
た
実
績
は
な
い
。

丸
石
議
員

  

町
内
で
障
害

の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
何

名
か
。

　

ま
た
、
不
妊
治
療
の
助
成
拡

充
と
あ
る
が
内
容
は
。

保
健
福
祉
課
長

　

認
定
者
の
内
訳
と
し
て

松
井
議
員

  

防
災
メ
ー
ル
は

携
帯
番
号
に
よ
る
シ
ョ
ー
ト
メ
ー

ル
に
て
配
信
し
て
い
た
が
、
ア
ド

レ
ス
方
式
に
変
更
し
た
の
は
シ
ス

テ
ム
の
変
更
に
よ
る
も
の
か
。

総
務
財
政
課
長

  

防
災
行

政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
い
、

シ
ス
テ
ム
変
更
と
な
っ
た
た
め
。

　

町
か
ら
の
緊
急
的
な
防
災
情

報
は
、
防
災
隊
長
や
区
長
の
登

録
ア
ド
レ
ス
に
自
動
発
信
さ
れ
、

さ
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
自
動

掲
載
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

新
年
度
か
ら
は
町
民
に
も

情
報
発
信
が
可
能
と
な
る
た
め
、

よ
り
広
く
活
用
出
来
る
シ
ス
テ

ム
に
な
る
。

丸
石
議
員

  

情
報
通
信
基

盤
整
備
事
業（
光
フ
ァ
イ
バ
ー

化
）の
進
捗
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

総
務
財
政
課
長

  

当
初
の

計
画
に
対
し
て
約
２
ヶ
月
の
遅

れ
と
な
っ
て
い
る
。

　

10
月
か
ら
各
家
庭
の
工
事
を

行
い
、
光
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

行
っ
て
い
く
予
定
。

役
場
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

宇
野
邦
弘
議
員

  

　

新
庁
舎
検
討
報
告
書
は
、

会
議
室
等
の
使
用
方
法
な

ど
よ
く
考
え
ら
れ
た
内
容

と
思
う
。

　

今
後
、
庁
舎
基
本
構
想
の

作
成
委
託
に
は
、
バ
イ
オ
マ

ス
、
図
書
館
の
部
分
に
つ
い

て
も
含
め
て
委
託
す
る
の
か
。

副
町
長

  

今
回
の
新
庁

舎
基
本
構
想
は
、
庁
舎
を

主
体
に
進
め
て
い
く
。

　

ま
ず
は
庁
舎
で
必
要
な

熱
量
、
熱
利
用
方
法
を
決
め

て
か
ら
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た

バ
イ
オ
マ
ス
シ
ス
テ
ム
に
移
っ

て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
関
係
に
つ
い
て

は
、「
チ
ッ
プ
製
造
」「
チ
ッ

プ
の
燃
焼
」「
熱
の
利
用（
お

湯
・
空
気
）」の
３
つ
の
部
門

に
分
け
検
討
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
が
、
こ
れ
は
別
に
検

討
し
て
い
く
。

　

庁
舎
建
設
と
い
う
と
、
ど

ん
な
建
物（
デ
ザ
イ
ン
的
な

も
の
）と
の
ご
意
見
が
多
い
が
、

本
質
は「
行
政
の
あ
り
方
」、

「
職
員
の
働
き
方
」
、「
住

民
は
ど
の
よ
う
な
活
動
が
し

た
い
の
か
」の
機
能
を
十
分

検
討
し
た
上
で
の
設
計
着
手

に
な
る
。

　

庁
舎
と
は
、「
ど
ん
な
町

づ
く
り
が
必
要
か
、
そ
れ
を

実
現
す
る
た
め
の
シ
ン
ボ
ル

ツ
ー
ル
」と
考
え
る
。

飯
田
議
員

  

意
見

　

庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
改

め
て
、
全
員
協
議
会
に
て
の

説
明
を
要
望
す
る
。

【
結
果
】

　

３
／
16（
火
）に「
新
庁
舎

建
設
に
関
す
る
全
員
協
議

会
」を
開
催
し
、
協
議
内
容

を
Ｐ
10
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

令和３年度  基本構想
令和４年度  実施設計
令和５年度  敷地造成
令和６年度  着工
令和７年度  完成・移転

役場庁舎建設スケジュール

障害手帳 187人
療育手帳 12人

精神障害者保健福祉手帳 26人

認定者の内訳

精神通院医療サービス 46人
介 護 給 付 費 受 給 29人
訓練等給付費受給 30人
日常生活用具給付 12人

サービス利用者の内訳

新
年
度
予
算
の
執
行
に
向
け
て
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靖
明
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行
責
任
者

議　
　

長　

和
田　

義
則

令
和
３
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、
不
安

や
心
配
の
尽
き
な
い
生
活
が
１
年

あ
ま
り
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
着

実
に
時
間
は
進
み
ま
す
。

池
田
町
の
町
づ
く
り
も
、
着
実

に
進
め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
の
池
田
町
が
、
更
に
魅

力
あ
る
町
と
な
れ
る
よ
う
、
議
会

と
し
て
も
、
最
善
の
努
力

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

（
佐
野
和
彦
）

全
員
協
議
会

全
員
協
議
会
で
も
で
も
質
疑
質
疑
し
ま
し
た

し
ま
し
た

３
月
議
会
に「
池
田
町
役
場
庁
舎
等
建
設
研
究
会
報
告
」が
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
場

所
は
交
流
会
館
跡
地
、
床
面
積
は
最
も
小
さ
い
設
定
で
２
，５
０
０
㎡（
現
在
の
役
場
・
開
発
セ
ン

タ
ー
・
交
流
会
館
３
施
設
合
計
は
５
，１
０
０
㎡
）想
定
。
木
望
の
森
１
０
０
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
シ
ン

ボ
ル
施
設
と
し
て
木
造
落
雪
型
な
ど
が
提
起
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
報
告
に
基
づ
き
、
役
場
庁
舎
に
つ

い
て
は
専
門
業
者
に
基
本
構
想
の
作
成
を
委
託
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

足 羽 川

佐
野
議
員

  

「
無
駄
の
な
い
建
物
は
お
も
し
ろ

く
な
い
」と
の
専
門
家
の
意
見
も
あ
る
。
将
来
の

職
員
数
の
変
更
、
防
災
拠
点
の
こ
と
も
考
慮
し
て

面
積
的
に
も
２
割
程
度
の
余
裕
が
あ
っ
た
ほ
う
が

よ
い
の
で
は
な
い
か
。

副
町
長

  

今
回
示
し
た
面
積
２
，５
０
０
㎡
は

最
小
限
面
積
で
あ
り
、
現
実
的
に
は
も
う
少
し
大

き
く
な
る
と
想
定
し
て
い
る
。

飯
田
議
員

  

図
書
館
の
図
書
を
全
部
並
べ
る

と
や
は
り
面
積
は
広
く
な
る
が
、
見
せ
た
い
本
、

読
ま
せ
た
い
本
を
選
定
し
て
並
べ
る
こ
と
に
よ
り

有
利
な
ス
ペ
ー
ス
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

　

役
場
・
図
書
館
の
入
館
時
の「
見
せ
方
」を
検

討
し
て
は
ど
う
か
。

宇
野
邦
弘
議
員

  

議
場
と
大
会
議
室
を
供

用
す
る
の
は
良
い
。
庁
舎
と
図
書
館
の
連
結
の
考

え
方
は
な
い
の
か
。

副
町
長

  

図
書
館
と
庁
舎
の
連
結
に
つ
い
て

は
、
休
日
の
セ
キ
ュ
リ
ティ
対
策
も
考
慮
し
今
後
検

討
し
て
い
く
。

庁
舎
床
面
積
は

佐
野
議
員

  

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
で
の
発
電
は

計
画
し
て
い
る
の
か
。
冷
房
も
可
能
な
の
か
。
チ
ッ

プ
生
産
、
備
蓄
も
含
め
て
、
町
民
、
県
民
へ
の
Ｐ

Ｒ
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー

の
設
置
場
所
は
。

副
町
長

  

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
は
コ
ス
ト
面
で
は

採
算
が
取
れ
な
い
た
め
、
検
討
し
て
い
な
い
。
今

は
、
熱
利
用
な
ど
で
コ
ス
ト
面
を
補
う
考
え
。
冷

房
も
熱
交
換
で
可
能
。
ボ
イ
ラ
ー
室
は
建
物
の
横

に
別
棟
に
て
設
置
す
る
。

佐
野
議
員

  

河
川
を
利
用
し
た
、
除
雪
、
落

雪
式
屋
根
は
良
い
と
思
う
。
ま
た
夏
場
の
河
川

付
近
の
涼
し
さ
も
利
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

丸
石
議
員

  

バ
イ
オ
マ
ス
施
設
を
新
庁
舎
以

外
の
、
冠
荘
方
面
で
の
利
用
は
ど
う
な
の
か
。

副
町
長
　

モ
デ
ル
住
宅
的
な
も
の
は（
近
く

に
）実
施
し
た
い
と
考
え
る
が
、
配
管
で
の
熱
効

率
は
悪
く
冠
荘
な
ど
離
れ
た
場
所
で
は
チ
ッ
プ
を

運
ぶ
形
と
し
、
別
ボ
イ
ラ
ー
が
望
ま
し
い
。

　

年
間
を
通
じ
熱
の
利
用
が
見
込
め
る
施
設
が

有
効
で
あ
る
。

宇
野
一
正
議
員

  

木
質
チ
ッ
プ
の
生
産
は
、

森
林
組
合
と
連
携
す
る
の
か
。

松
井
議
員

  

チ
ッ
プ
生
産
場
所
に
つ
い
て
は

運
搬
も
考
慮
し
て
選
定
し
た
方
が
良
い
の
で
は
。

副
町
長

  
原
木
の
乾
燥
、
チ
ッ
プ
機
械
、
貯

蔵
施
設
が
必
要
な
た
め
、
庁
舎
併
設
で
な
い
別
の

場
所
を
検
討
し
て
い
る
。

バ
イ
オ
マ
ス
熱
供
給
に
つ
い
て

新役場庁舎＆新図書館（案）

ほっとプラザ

役
場
庁
舎
の
大
き
さ
、バ
イ
オ
マ
ス
熱
供
給
な
ど

役
場
庁
舎
等
建
設
研
究
会
報
告
を
受
け
て
論
議

「
い
け
だ
の
そ
ら
」の
活
動

に
よ
る
水
海
の
森
で
の
散
歩

の
様
子
。
い
け
だ
の
そ
ら
と
は
、
さ

と
や
ま
子
育
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
名

称
で
す
。
池
田
町
で
親
子
が
集
ま
り
、

自
然
の
中
で
過
ご
す
こ
と
を
大
切
に

し
活
動
し
て
い
ま
す
。
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